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Emanating the Resources of Interoperation in the Exchanges of Reading 
―Practice through the 4th Grade in Elementary-School― 
Taro NISHIDA（Graduate Student of Doctor Course, Graduate School of 
Education, Nippon Sport Science University） 
Resources shared by each other are essential to activate the exchanges of reading. The 
resources of interpretation are like those; Firstly, the resources of the interpretation can be 
brought in a process of the interpretation through the exchanges of reading. Secondly, A group 
in the exchange of reading has the purpose and the continuity in using the resource of the 
interpretation, which results in the resources shared.  
The gradual exchanges of reading are made to set based on the two perspectives in practice 
lesson. From the lesson, we found that the process interpretation of reading played resources 
role and the process decided the direction our purpose. We make sure that the process played 
a role as the shared resources in the exchanges of reading. 







































































































































































































































































○対象 公立小学校（東京都） 第 4学年 24名



















































































































































































1  TK じゃあ，STから言って。 




3  TK ／／それほど，すごくわるいことだと
思ってない。 
4  FJ お兄ちゃんは，りんごどろぼうに対し
て，お金じゃないから大丈夫だと思ってい
る。 
5  ST あ：：それもありそうだね。お兄ちゃん
からしたら，関係ない話だと思ってるからで
しょ。 
6  NM どういうこと？ 
7  ST お兄ちゃん／／からしたら。 
8  FJ ／／りんごぐらい，いいでしょって＝ 
9  NM ＝いっしょに話さないで。わかんない。 
10  ST お金に関して＝ 
11  FJ ＝現金じゃないから。 
12  TK だから，だから。お兄ちゃんはりんごど
ろぼうの方もそんなむきになってやってな
いと思ってるってことかな。 
13  ST お兄ちゃん，人間性悪くないと思ったん
でしょ。 
14  TK どろぼうが？りんごどろぼうが？ 
15  NM どろぼうが悪くないと思ってる。ん？
間違えた。 
16  TK 殺人まで，殺人まで出るとは思ってな
い。傷つけるっていう。 
17  NM えっ，何て言った？ 
18  TK だからお兄ちゃんは，けが人は出ない
と思っているから，そんな大丈夫だなって／
／思ってる。 
19  ST ／／大人と関係ない。大人の考えと関係
ない＝ 
20  NM ＝でもまたりんごどろぼうが来るかも
しれない。 
21  ST かもしれないけど。 
22  NM それ外れちゃってる？ 
23  TK いやもう最後の話でりんごどろぼうは
もうこなくなりましたみたいな，終わりじゃ
ん。 
24  NM りんごどろぼうって，普通は逮捕され
るじゃん。 
25  TK だから／／いや：： 
26  NM ／／なんでお兄ちゃんは，帰れ，帰れ
って＝ 
27  TK ＝えっとねえ。 
312
読みの交流における解釈のリソースの働きに関する検討 
28  ST 人間性が悪くないって言いたいんでし
ょ。 
29  TK そんな感じ。 
30  ST 大人が考えるほど，お兄ちゃんは悪くな
いって思ってるって言いたいんでしょ。 
31  TK まあ，そんな感じだね。 
 



























32  TK じゃあ，STから言って。 





34  NM それ，どこから思ってるの？ 
35  ST あの：：，ぼくがホイッスル力いっぱい
ってとこ。 
36  TK それ，お兄ちゃんのりんごどろぼうじ
ゃないの？ 
37  ST ん，何？ぼくのりんごどろぼうに対する
意見だよ。 
38  NM お兄ちゃんじゃないよ。 
39  TK いや，お兄ちゃんのりんごどろぼうに
対する意見のように聞こえる。 




41  NM でも，どうやって分かったの？ 
42  ST 大声でさけんだじゃん。 
43  NM ちがうよ。 
44  ST お兄ちゃんが気づくようなことして／
／逃げていったから。 
45  TK ／／だからどうやって。 






47  NM ん：：よく分かんない。 
48  ST 本当にあったことだから分かりやすい。 














117  TK あっ，分かった。はい。 
118  ST はい。 
119  TK えっ，だから＝ 




121  TK だからぼくも，このぼくも，人を傷つけ
たりはしないと思った。 




123  FJ 最初は：：りんごどろぼうが怖かったけ
ど：： 
124  ST その後だよね。りんごどろぼうに対する
考えがどう＝ 
































1 KA じゃあ，やりますか。 
2 SR はい。おにちゃんはどろぼうなんて普通
の人だと思ってる。弱いと思ってる。 
3 OR あ：：そんなに武器もってないとか。 
4 SR そうそうそう。 
5 OR おそってこないとか。 
6 SR おそってはこない＝ 
7 OR ＝とるだけ。まあ，確かにギャンギャン
ほえたりするだけで逃げるようじゃ。 
8 SR 逃げてるし。 
9 OR にげてるしね：：第一。 
10  SR 必死ににげてるから。 
11  OR まあ，だからりんごどろぼうもどうせ
人間だから。 
12  KA どうせ人間だから戦わない。 
13  KK どうせ人間だから 3 対 1 になれば勝て
るてきな。 
14  SR ま，まあ，そんな感じね。 
15  KK どうせ人間だから，何やってんだ，とか
言ったら，ひい見つかったとか言うだけ。反
撃にこねえだろ。反撃とか相当でしょ。 
16  SR 反撃するとかすごいよね。 
17  KA 追い払っちゃえばいいと思ってる。 










32  KA ある程度，危険なことをするかもしれ
ないと思ってる。 
33  SR もう一回言って。 
34  KA ただ，そこまで危険なことはしないと
思ってる。 
35  SR あ：： 
36  KA 気にするほどのことじゃないと思って
る。 
37  SR 同感。同感。 
38  OR 確かに。 
39  SR 同感。 
40  OR 確かに。 
41  KA 子どもは帰れ帰れって言っとけばみた
いな。 
42  OR 帰って，お前も子どもだろって思うけ
ど。そういう突っ込みたくなるけど。突っ込
みたくなる話をすると脱線しちゃうから。 
43  KK なぜ，かかしっていったんだろうね。 
44  SR ん：：，かかしになりたかったから。ち
ゃうよね。ちゃうねん。 
45  KA ガ，ガードマンってさ。見回りイコール
ガードマンじゃなくて，追い払っちゃえば一
応ガードマンになるじゃん。 
46  KA 1個 2個の被害だったら，その後，ちょ
っとやられても払っちゃえばいいじゃん＝ 
47  KK ＝1万円ぐらい。 
48  KA いわゆるそのさ，1万個とか取られちゃ
ったら終わっちゃうから。 
49  SR 分かった。お兄ちゃんもぼくと同じよう
に 1，2個しか取られないと思ってる。 
50  KK りんごの価値が分かんないんじゃない。 
51  SR りんごが，さっき言ってたみたいに 400
万とかさあ，そんぐらい取られるのをお兄ち
ゃんが分かってたら＝ 
52  KK ＝分かってないでしょ。分かってたら
ガチでやってる。 
53  SR 分かってたら，ばん，みたいなことにな
ってるかもしれないけど。 
54  KK 勉強するのにちょうどいい機会だと思
ってる。 
55  SR りんごは 1，2個ならいいかなって思い
こんでる。 
56  KK 話ずれた？ 
57  SR なんで？ 
58  KA どろぼうのことどう思ってるかだから
ね。 
59  OR 話をもどすと。 
60  SR りんご，りんご，りんごの価値が分かっ
てない。 
61  KA いや，お兄ちゃんは／／分かってる。 
62  SR ／／なんで，なんで，なんで。ねえ，な
んで。 
63  KA りんご 1個，2個の価値は分かってない
かもしれないけど，やっさんの被害は見てる
わけだから，それぐらいは分かってる＝ 
64  OR ＝りんごを取ることは分かってる。で
も，人を襲ったりはしないと信じてる＝ 






































66  OR 意見のある人は言ってください。 
67  SR え：：変わってるかな。って，私は思う。 
68  OR え：：変わってるは変わってる。 
69  KK そりゃ変わってる。 
70  KA 変わってる。 
71  SR 100％理解できてないでしょ。100％。 
72  KA 100％理解してるわけじゃないから，
10％ぐらいでもないか。 
73  SR 私は理解できない。お兄ちゃんの言って
ること，私も理解できなかった。 
74  KA 変わったって思うけど，お兄ちゃんが
いるからどろぼうどうせ逃ちゃったし，大丈
夫なんじゃないかな。 
75  SR じゃあ，クマ，もういんじゃない。 
76  KK 怖い気持ち，変わんないだろ。 
77  KA 心配してるけど。 
78  KK 怖い気持ちは，変わんないんじゃね。 
79  KA 心配してるんだけど，クマの隣だし，来
ても追い払われたから大丈夫なんじゃねえ
みたいに思う。 
80  KK 怖い気持ちは変わんねえと思う。じゃ
あ，例えば，肝試し抜けて，もう一回行った
ら怖くないかっていったら怖いでしょ。 
81  SR 怖い。 
82  KK 一人でもう一回行けるかって言ったら
怖いでしょ。 
83  SR 無理無理無理，死ぬわ。ってなんの話だ
って。 
84  KK いや，例えだから。 
85  KA じゃあ，怖い気持ちは変わってないっ
てことね。 
86  KK えっ，だってさ。りんごどろぼうが，怖
くても簡単に追い払われ，追い払われるって
ことは理解できたじゃん。たぶん。 
87  SR えって，でもさ。 
88  KK 大声出しただけで逃げた／／んだよ。 
89  KA ／／大声出しただけで逃げるぐらいな
ら大丈夫だね。 
90  KK すぐに追い払えるってことはできるっ
て理解したけど，怖いものは怖い。 
91  KA 怖いものは怖いって，ちょっと心配し
てるけど，まあ大声出せば追い払えるってこ
と。 
92  SR ぼくはね。ぼくは，最初っから怖かった
わけですよ。りんごどろぼうが。 
93  KK 怖い気持ちが，一瞬でなくなるってわ
けでもないよ。 
94  KA それにまだおっかないと思ってるじゃ
ん。 
95  SR で，またそこにいるの？おっかなくない
の？でも信じられないものなのかな。ってわ
からなくない。わからないんじゃないかなあ。 




97  KA 大声出しただけでいなくなったぐらい
だから大丈夫なんじゃないかって。かっこお
兄ちゃんだから。 
98  KK お兄ちゃんの大声ってことは，自分の
大声でもいいでしょ。 




100  KK ことの重大さを分かっていないお兄ち
ゃん。 
101  KA 最初は，悪いやつ怖いやつだった。でも
今は変わった。 
102  SR ぼくちゃんは＝ 
103  KA ＝ぼくちゃんはおっかないって思って
るよ。一応まだ。 




105  KK でもあれじゃん。書いてあるってこと
は，でもってついてるってことは，聞き取れ
たってことだよね。 





107  SR お兄ちゃんが，人間ってさそんなに信じ
られないものかな＝ 
108  KA ＝聞き取れてなかったかもしれないけ
ど，そういうことを言ったのは分かったかも
しれない。 



































































































































































































































：：  直前の音がのびている。 
―   直前の音が不完全なまま途切れてい
る。 
，   発話中の短い間。プロソディー上の何
らかの区切りの表示を伴う。 
？   語尾の上昇。 
。   陳述の区切り。語尾の下降などのプロ
ソディー上の区切りの表示を伴う。 
＿   下線部の音の強調（音の大きさ）。 
゜゜  間の音が小さい。 
（（ ））注記 
「  」発話者による引用部。 
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